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澄 1蕨 当する□には、レ印を記入してください。特定奪業者以外の事業者の方はレ印のこ入は不要であ

2「 重準年度Jと は計画覇nBの前年度を、 「目採年度Jと は計画朔間の注終年度を、 す親告年度」とは耕画期間
のうち、今回報告の対室となる年度をいいま坑
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ネルギー麻判立的密F出ま、省エネ製品開発などは者の温室効果メス排出削済への資は グリーシ濁連の採環、
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京都府地球温暖化対策条例紙行規則第10条第1号該当事業者 (大規模
エネルギー使用事業者 (原油に換算して1,500キ=リ ットル以上))

京都府地球温暖化対策条例施行規則第10条第2号又は第3号該当事業者 (大規模連送事業者 (トラックスは
パス100台以上/タ クシー150台

1 以
上/鉄 道車両150両以上)

「京都府控球温暖化対策条例施行規則第10条第4身該当事業者 (そ
の他の温室効果ガスの大規模排出事業者 (二酸化炭素に換算して3,000ト

平成 年  4 月  ～  平 成
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を挙げてクールビズを推進し、設定温度を工場20℃
・工場閥接25℃ した。

クーリングタワーと と整備の強化で、圧力を抑制し電気の消費量削減を実践した。

こ省エネタイプの水噴霧装置を計画的に導入開始。

凍食品 回を中心に節水ヨマを取り付けた。

を50%削 減した。
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2 当 社では空調機の大部分を空冷式を採用しており、匠力を抑制することが省

エネの取り組み課題であり、熱交換韓の読津と整備の強化に併せて圧力抑制

を目的とした水噴露装置の採用を計画的に進めてまいりま曳
3 節 永対策として水道壁日に節水ユマの取り付けや水道ホ

ースの売端に先止めメンの取り付けにより、前年比30%の 節水効果を挙げることが出来た。

4 排 水処理設備の改修工事を行い高濃度処理の採用により奈剰汚泥の発生量を50%首 い滅可能となりました


